
西畑にある野草・第② 輯：　生駒棚田クラブ
期間　H2７年4月1日～H2８年3月３１日記録　

調査結果まとめ

草木（花･実）に虫・鳥が集まり。小動物が食べる。その連関により、生物の多様性が生まれる。
一つの種が滅べば来なくなり、虫･鳥も移動が余儀なくなる為、生物の多様性にストップがかかる。
そこで、自然循環の中心の草木の内、草の調査を15年間行なっています。
虫の関係も開始しましたが、まだまだ報告まで至っていません。

1 西畑①～⑥地域総括（本年は⑥の峠地域の一部も調査した）

1･1 現存種４９９種/生駒山系（平群町・生駒市南部　東大阪市　八尾市）７８３種＝６４％
６４％は一地域としては、本年も西畑が生駒山系では、断トツで一番種が多い

1･2 西畑で群生が多い順
ｼﾞｬﾉﾋｹﾞﾞ●６５　ｼﾛﾂﾒｸｻ６３　ﾖﾓｷﾞ５８　ﾁｶﾞﾔ４８　ﾐｿﾞｿﾊﾞ４６　姫女苑４５　ｽｷﾞﾅ４３　ﾒﾋｼﾊﾞ４０　ｵｵﾊﾞｺ４０
ﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ３７　ｲﾀﾄﾞﾘ３６　ｾｲﾀｶｱｷﾉｷﾘﾝｿｳ３２　ｵｵｲﾇﾉﾌｸﾞﾙﾘ・ｽｽｷ３１
ジャノヒゲは全地域にある｡ｼﾛﾂﾒｸｻの群生の中央部分は盛り上がり太陽を浴び光合成を活発に。
昔牧草用に植栽した為増加したと村の人から聞いた
ヨモギも全地域に有るが、夏に背が伸び、花が咲くのは、一般の人には、あまり知らていない。
ﾁｶﾞﾔはもっと探索すると、もっと上位になるだろう。とにかく強い草だ。　以上は　草刈を何度してもＯＫ

1･3 各地域にすべて有る群生種
ｱｷﾒﾋｼﾊﾞ　ｱﾌﾞﾗｽｽｷ　ｳﾏﾉｱｼｶﾞﾀ　ｵｵﾊﾞｺ　ｶﾗｽﾉｴﾝﾄﾞｳ　ｸｻｲﾁｺﾞ　　ｸｽﾞ　ｼﾞｬﾉﾋｹﾞ　ｽｷﾞﾅ　ﾀﾁﾂﾎﾞｽﾐﾚ　
ﾁｼﾞﾐｻﾞｻ　ﾃｲｶｶﾂﾞﾗ（木本）　ﾄｳﾊﾞﾅ　ﾄﾞｸﾀﾞﾐ　ﾊｺﾍﾞ　ﾋﾒｼﾞｮｵﾝ　ﾌｷ　ﾐｿﾞｿﾊﾞ　ﾒﾋｼﾊﾞ　ﾔｴﾑｸﾞﾗ　ﾖﾓｷﾞ　２１種

1･4 生駒山系で、西畑しかない種
ｱｻｻﾞ　ｷﾇｶﾞｻﾀﾞｹ(昨年有ったが本年×）　ｵﾓﾄ　ｸﾙﾏﾊﾞﾅ　ｻﾜｷﾞｸ　ﾄﾘｶﾌﾞﾄ（×に）　ﾐﾔﾏﾅﾙｺﾕﾘ　ﾔﾅｷﾞﾀﾃﾞ　　

1･5 生駒山系でも希種ですが、西畑に有る種　　
ｱｷﾉｷﾘﾝｿｳ　ｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ　ｳﾂﾎﾞｸﾞｻ　ｵｶﾄﾗﾉｵ　ｵｷﾞ　ｶﾜﾗﾏﾂﾊﾞ　ｸﾗﾗ　ｺﾐｶﾝｿｳ　ｻｸﾗﾀﾃﾞ　ｼﾛﾊﾞﾅｻｸﾗﾀﾃﾞ
ﾂｸﾊﾞｷﾝﾓﾝｿｳ　ﾂﾁｱｹﾋﾞ　ﾂﾙﾘﾝﾄﾞｳ　ﾄｳﾀﾞｲｸﾞｻ　ﾉﾀﾞｹ　ﾊｴﾄﾞｸｿｳ　ﾋﾒﾊｷﾞ　ﾌｼﾞﾊﾞｶﾏ　ﾌﾕﾉﾊﾅﾜﾗﾋﾞ　　
ﾏﾏｺﾉﾉｼｲﾇｸﾞｲ　ﾐﾐﾅｸﾞｻ　ﾔﾏﾙﾘｿｳ　ﾘﾝﾄﾞｳ　等、他の地域より多い。

1･5 外来は他の地区より少ない。
ｵｵﾌﾞﾀｸﾞｻ　ｶﾗｽﾑｷﾞ　ﾌﾞﾀﾅ　　ｷｷｮｳｿｳ　　ﾒﾘｹﾝｶﾔﾂﾘ等の進入はまだ。
昨年無かった　ｵｵｵｵﾅﾓﾐ　ﾅﾖｸｻﾌｼﾞ　ｾｲﾊﾞﾝﾓﾛｺｼは本年進入

1･6 生駒市南部(第２阪名以南）に有って西畑に無い主な種
ｲﾇｾﾝﾌﾞﾘ　ｺｳﾔﾎﾞｳｷ　ｼﾞｭﾝｻｲ　ｻｻｸｻ　ﾀﾇｷﾓ　ﾅｷﾞﾅﾀｺｳｼﾞｭ　ﾉｶﾝｿﾞｳ　ﾋﾙﾑｼﾛ
ﾏﾂﾑｼｿｳ　ｺｸﾗﾝ　まだ同定出来ていない。

１・７ 一年中咲いていた種が有った｡ｾｲﾖｳﾀﾝﾎﾟﾎﾟ（本では3月～9月なのに）　ﾊﾙﾉﾉｹﾞｼ(4月~7月）
本来春に咲く種が１０・１１月に咲いていた。ｵﾗﾝﾀﾞﾐﾐﾅｸﾞｻ　ｷﾂﾈﾉﾎﾞﾀﾝ　ｼﾛﾂﾒｸｻ　ﾎﾄｹﾉｻﾞ等が
目立ち、西畑は山麓と較べ、低温地なので、明らかに地球温暖化の証明している。

2 各地域
２・１ ①地域 地域で希少種として　　一箇所しかなし：　ｱｷﾉｷﾘﾝｿｳ　ｻﾜｷﾞｸ　ﾄｳﾀﾞｲｸﾞｻ　ﾊｴﾄﾞｸｿｳ

ﾌﾕﾉﾊﾅﾜﾗﾋﾞがﾎﾟﾂﾎﾟﾂと有る　ｳﾂﾎﾞｸﾞｻが多数有った
ﾂﾁｱｹﾋﾞが昨年と同様に同じ位置に出現した。

２・２ ②地域　 住家地域が有るので植栽された種が多い。ﾄﾘｶﾌﾞﾄが一株になっていたが退転した。
ﾔﾅｷﾞﾀﾃﾞ･ﾎｳｽﾞｷが見つかった

２・３ ③地域 棚田クラブの中心作業地　全区域の７５％の種が有る。棚田が多様性を育て豊穣さが有る
地域で希少種として、ﾏﾏｺﾉｼﾘﾇｳｲが新たに出現しｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ　ｸﾗﾗ　ｻｸﾗﾀﾃ　ｳﾎﾞｸｻ　ﾐﾐﾅｸﾞｻ　
ｱｻｻﾞ・昨年大雨の為、ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｳし多くが流出したが、又復活した
ﾀﾝﾎﾟﾎﾟ・「関西」：５５８株　関西系雑種１６株　｢西洋系」：１０１株(全体の１５％）

群生は｢西洋」の方が多いが、ﾄｰﾀﾙでは｢関西」の方が圧倒的に多い　
山下生駒市街地では圧倒的に「西洋」だ。タンポポは　開発による地域の
自然環境の指標となるが、西畑は自然のままの要素が強い。

2･4 ④地域 神田川と猪柵の区画で一番、面積が少ないが独特な種が多い
ﾉﾀﾞｹ　ｳﾊﾞﾕﾘは、しかっりと保護されている｡ﾉﾀﾞｹは一株→１６株　に
ｳﾊﾞﾕﾘは８４株を確認した。
ﾂﾁｱｹﾋﾞ・昨年突然出現した。本年は出現せず
猪の為、あちこち耕された(人よりもきっちりと）その為か、関西系雑種のﾀﾝﾎﾟﾎﾟが多く出現

2･5 ⑤地域 樹木で薄暗く、「帰化」の種が飛来しても育ちにくく、「帰化」が他の地域に比べ少ない。
ﾔﾏﾙﾘｿｳ・山系でも希少で柵隅に、残っていた
ﾐﾔﾏﾅﾙｺﾕﾘ(生駒山系ではここだけ）及び　ﾂｸﾊﾞｷﾝﾓﾝｿｳ　ﾑﾗｻｷﾆｶﾞﾅ　ｵｶﾄﾗﾉｵ 
ﾐﾔﾏﾅﾙｺﾕﾘとﾂﾙｱﾘﾄﾞｳｼが一部の心無い人にﾔﾌﾞｺｳｼﾞ(通称十両）が３㎡ほど盗採されたが

一緒に上記も抜かれてしっまった箇所があった。残念。
２・６ ⑥地域 暗がり峠近くの棚田へ本年から　時々調査した。③の作業地より、標高１００M違うだけで

花の咲く時期がずれている。又①～⑤地域に無い種も多い。
ｵｶﾀﾂﾅﾐｿｳ　ｵﾄｺｴｼ　ｶﾜﾗﾅﾃﾞｼｺ　ｿｸｽﾞ　ﾋﾅｹﾞｼ　ﾜｻﾋﾞ　ﾜﾚﾓｺｳはしっかりと保護されている。



３保全・保護について
上記データーにより

①～⑥地域の内、その区域だけの草「在来」種
その内 は保護必要種・５３種（　すべては別紙一覧表参照）

①地域 ｱｷﾉｷﾘﾝｿｳ ｱﾏﾁｬﾂﾞﾙ ｳｼｸｸﾞ ｳﾂﾎﾞｸﾞｻ ｶﾜﾗﾅﾃﾞｼｺ ｷｼﾞﾑｼﾛ ｷﾂﾈﾉﾏｺﾞ白 ｻﾜｷﾞｸ
ｼﾊｲｽﾐﾚ ﾂﾁｱｹﾋﾞ ﾄｳﾀﾞｲｸﾞｻ ﾊｴﾄﾞｸｿｳ ﾊﾀﾞｶﾎｳｽﾞｷ ﾋﾒﾊｷﾞ ﾌﾕｲﾁｺﾞ ﾐﾂﾊﾞﾂﾁｸﾞﾘ
ﾔﾅｷﾞﾀﾃﾞ ﾔﾌﾞﾑｸﾞﾗ ﾔﾏｼﾞﾉﾎﾄﾄｷﾞｽ ﾘﾝﾄﾞｳ

②地域 ｲｶﾞｵﾅﾓﾐ ｲｼﾐｶﾜ ｵｵﾊﾞｷﾞﾎﾞｳｼ 〃白花 ｷｶﾗｽｳﾘ ｹﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ ｺﾐｶﾝｿｳ ｽｲﾚﾝ
ﾆｼｷｿｳ ハス ﾎｵｽﾞｷ ﾑﾗｻｷｻｷﾞｺﾞｹ ﾒﾅﾓﾐ

③地域 ｱｶﾊﾞﾅ ｱｻｻﾞ ｱｾﾞｶﾞﾔ ｱｾﾞﾅ ｲﾀﾋﾞｶｽﾞﾗ ｲﾇﾉﾌｸﾞﾘ ｲﾇﾎﾀﾙｲ ｲﾎﾞｸｻ
オギ ガマ ｶﾓｼﾞｸﾞｻ ｶﾜﾗﾏﾂﾊﾞ ｶﾝｶﾞﾚｲ カンスゲ ｷｶﾗｽｳﾘ クララ

ｹｷﾂﾈﾉﾎﾞﾀﾝ ｺｵﾆﾀﾋﾞﾗｺ ｻｸﾗﾀﾃﾞ ｼﾛﾖﾒﾅ ﾀﾝｷﾘﾏﾒ ﾂﾎﾞｸｻ ツルボ ﾅﾂｽﾞｲｾﾝ
ノフジ ﾉﾐﾉﾌｽﾏ ﾊﾅﾐｮｳｶﾞ ﾋｵｳｷﾞ ヒシ ﾌｼﾞﾊﾞｶﾏ フトイ ホタルイ

ﾏﾏｺﾉｼﾘﾇｸﾞｲ ﾔﾌﾞﾂﾙｱｽﾞｷ
④地域 ｺﾔﾌﾞﾀﾊﾞｺ ノダケ ミョウガ
⑤地域 ｼｮｳｼﾞｮﾊﾞｶﾏﾂﾙｱﾘﾄﾞｳｼﾐﾔﾏﾅﾙｺﾕﾘ ﾔﾏﾙﾘｿｳ ﾂｸﾊﾞｷﾝﾓﾝｿｳ

⑥地域 ｵｶﾀﾂﾅﾐｿｳ オトコエシ オミナエシｼﾛﾊﾞﾅｻｸﾗﾀﾃﾞ ソクズ トリカブト フタバムグラ メドハギ
ﾔﾏﾗｯｷｮｳ ワサビ

①～⑥地域の内、２地域以上に有るが保護必要種
ウバユリ ｶﾗｽｳﾘ 全地域にあり ｵｶﾄﾗﾉｵ ②~⑤地域 カンアオイ ①②④⑤

コマツナギ ①②③ ワレモコウ ③　⑥ チゴユリ ⑤　⑥ ｵﾄｷﾞﾘｿｳ ②～④

なんらかな方法で棚田クラブが保護している種で,苦労が多い

各地域に、そこそこあっても、生駒山系では少なくなっているものも含め、５３保護種を策定しました。
今後、保護種として、保護に気をつけたい。

その内、多年草は縄・竹で囲い保護している。①　①~②年草も含まれているが、ｻｸﾗﾀﾃﾞ　ﾆｼｷｿｳ等
は実が終わると枯れて、同じ位置に生えるとは限らないので、実が成熟するまで、放置
必要

⑤⑥地域のミツバチの巣が空っぽが気になる。ミツバチの為に10月11月に咲く秋の花が少ないので
草刈の時期を遅らす工夫の必要性を感じた。
たとえば、ｾｲﾀｶｱｷﾉｷﾘﾝｿｳで昔はｱｷﾉｷﾘﾝｿｳがあったが「ｾｵﾀｶ」の為に駆逐されたので
群生する「ｾｲﾀｶ」は花の時期を考慮必要


